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IGF2023に向けた国内IGF活動活発化チーム 
第23回会合議事録案 
開催日時： 2022年8月22日(月)17:00-18:40 

参加者（五十音順・敬称略）： 計21名 

青木 邦哲 株式会社ＡＳＪ 

飯田 陽一 総務省 

小畑 至弘 IoT-EX株式会社 

加藤 幹之 MK Next 

上村 圭介 大東文化大学 

河内 淳子 CFIEC 

木村 孝 JAIPA 

柴田 輝之 総務省 

Suga Yuji Internet Initiative Japan Inc. 

高松 百合 JPRS 

立石 聡明 JAIPA 

Dammak Rafik NCSG 

西潟 暢央 総務省 

根津 智子 JPNIC 

橋川 和利 ケーブルテレビ徳島株式会社 

浜田 忠久 JCAFE 

堀田 博文 JPRS 

百崎 知 ソニーネットワークコミュニケーションズ株式会社 

森口 友里 株式会社インターリンク 
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森下 大 総務省 

山崎 信 JPNIC 

開催場所： オンライン開催 

資料： 
. 

1. プログラム委員会からの報告

2. ユース活動案

アジェンダ：

1. 本日の打合せの目的確認
 IGF2023ホストである日本政府としての準備状況の進捗報告および共有

 MAG会合の報告および共有

 2022 秋イベント（日本インターネットガバナンスフォーラム2022 〜 IGF2023日本開催
を見据えて）について

 NRI組織枠組み・仕組みの素案について

 ユース活動の方針提案について

 チーム定例会合の運営方法について

2. 前回議論の振り返り
第22回会合議事録を参照のこと 

3. 宿題の進捗確認
IGF 2023に向けた国内IGF活動活発化チームtodo一覧表を参照のこと 

4. IGF2023ホスト（政府）としての検討状況報告
総務省飯田氏より、次の通り共有があった。 

● 9月上旬に国連IGFミッションが来日、7日および8日に東京で本チームを含む各方面に面
会予定（霞が関周辺）

● 協議会検討状況：最小限で立ち上げ準備中

○ 現時点で検討中の対象：経団連＋インターネット関連組織

https://www.nic.ad.jp/ja/materials/igf/20220822/material1.pdf
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/igf/20220822/material2.pdf
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/igf/20220801/minutes.pdf
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/igf/20220822/todo.pdf
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/igf/20220822/material1.pdf
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/igf/20220822/material2.pdf
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○ 協議会の位置付け：IGF2023を成功させるための組織 

○ コメント）IGF2023後どうするのか、事前に決めておくべき 

○ 質問）上記組織にはIGF2023終了時に、協議会がどうなるかについて、どう説明
するのか 

■ 総務省としては言えない、活発化チームで納得のいくよう議論していた
だきたい 

● 9/12-14 にAPrIGFが開催される（シンガポール＋オンライン） 

● Leadership Panel（＝MAGの上のハイレベルボディ的なもの）が設立された 

○ 総務審議官がメンバー 

○ 質問）日本が2023ホスト国ということは伝わっていないのでは？ 

■ 正式には会場候補地下見後レターが来てから日本がホスト国であること
が決まるが、実際には2023年は日本ということが広く伝わっている 

● 国連事務総長の技術使節(Tech Envoy)にAmandeep Singh Gill氏が指名された。10月来日
予定 

● IGF 2022のオープンフォーラムについては3件提案して承認された 

5. IGF MAGメンバーからの報告 
河内氏からは、前回会合から今回会合までに対象となる会議は開催されなかったこと、9月
終わりに開催される可能性のあったMAGオープンコンサルテーションが開催されないこと
になったことについて共有された。 

6. 秋イベント（事前会合／本会合）およびプログラム委員会に
ついて 
上村氏より、資料1にて説明があり、主に公募したテーマセッションのフォロー状況、メイ
ンセッションおよびニューカマー向けセッションの内容についての検討状況が共有された。 

7. NRI組織枠組み／仕組みについて 
飯田氏より、4.記載の通り、IGF 2023向けの協議会の検討状況について説明があった。 

https://www.un.org/sg/en/content/sg/personnel-appointments/2022-08-16/internet-governance-forum-leadership-panel%C2%A0
https://www.intgovforum.org/en/content/igf-leadership-panel-members
https://www.intgovforum.org/en/content/mr-amandeep-singh-gill
https://intgovforum.org/en/open-forums-2022
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8. ユース活動について 
山崎より、資料3に基づき、前回第22回会合での上田氏のコメントおよびその後の検討内容
を反映したものについて説明した。議長より、説明内容についてメーリングリストで共有し
た方がよい旨発言があった。 

9. チーム会合の運営について 
特に説明、提案およびコメントはなかった。 

10. 本日の議論を受けたTodo確認 
 Todo 1. 総務省側実行委員会／協議会について：引き続き状況を共有する（飯田） 

 Todo 2. 秋イベント：引き続き状況を共有する（上村） 

 Todo 3. NRI組織枠組み：引き続き状況を共有する（前村） 

 Todo 4. ユース：メーリングリストで資料を共有した上で意見を求める（山崎） 

 Todo 5. チーム会合の運営：趣旨を明確にしたうえで、提案内容をメーリングリストに
送付する（本田） 

11. 次回会合開催日時 
 9月16日（金）17時-19時で仮決めとし、メーリングリストで確認する 

12. その他 
 高松氏より、国連関係者との面会の際に何を話すか、事前に決める必要はあるか、につ

いて質問があった。 

 飯田氏からは、期待、意気込みなどエンゲージメントが分かればよく、必ずしも意
見集約は必要ない、自由に意見交換してもらえればよい、との回答があった。 

 加藤氏より、日程調整の進め方について質問があった。 

 飯田氏より、先方が面会可能な枠を2，3提示することとなった。 

以上 
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